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本報告の骨子

Ⅰ．研究の概要

Ⅱ．研究の柱とその内容

Ⅲ．今後の研究活動方針



Ⅰ．研究の概要

(1)主題設定に関わる社会的背景

(3)研究主題と研究の方向性

(2）２０２０年の教育改革



①今後の職業のあり方に関する予測か
ら

(1)主題設定に関わる社会的背景



②「これまで」と「これから」

(1)主題設定に関わる社会的背景

→必要となる知識を正確に覚え、蓄積し、そ
れ
を元に与えられた課題を効率よく解く。

大量生産・大量消費の時代 【１から１００を作り
出す力】

解のない時代 【０から１を
創り出す力】

→意見の異なる人たちが協働し、問題を見い
だ
し、より妥当な考え（妥当解）を導き出し

て
解決する。



(1)主題設定に関わる社会的背景

③「これから」の社会を創る４要
素



◇知識をたくさん覚えているだけでは通用しない。
◇子どもたちが答えを見つけたり，問題点を発見したり，
グループでコミュニケーションしながら解決方法を共
有し，知識を再構築していくプロセスが大切になる。

何 か を 知 っ て い る⇒何 か が で き る

学習指導要領「資質・能力の育成」

①変化の激しい時代を生きる子どもたち

(２)２０２０年の教育改革



◇未来を生きる子どもたちに

「どのような力（資質・能力）を身につけるのか」
「何ができるようになるのか」

まで踏み込んで求める教育へ

「学んだことをきちんと理解してるか（知識・技能）」
の評価が大きなウェイトを占めていた

知識や技能を習得するだけではなく、それをもとに
「自分で考え、表現し、判断し、実際の社会で役立
てる」ことが求められる

②学校教育が変わる

(２)２０２０年の教育改革



③「資質・能力の育成｣３つの柱



「主体的・対話的で深い学び」
を取り入れた授業の実施

つまり

子どもたち自身が
主体的・能動的に参加
する授業・学習へ。

④資質・能力を身につけるため「学び」と
は

(２)２０２０年の教育改革
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• 複雑で予測困難な時代に対応可能な、

「主体的・対話的で深い学び」の展開

• 組織的に校内研究に取り組む風土や学校文化の創造

（３）研究主題と研究の方向
性

校内研究
の活性化

授業力の
向上



Ⅱ．研究の柱とその内
容

(1)研究の柱について

(3)今年度の研修講座について

(2)今年度の検証授業について

(4)校内研修のパッケージ化について



(1)研究の柱について
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授業力の向上 校内研修の活性化



センター所員所属校での３本の検証授業

①9月21日（金）倶知安町

立西小学校樺山分校6年

算数科 単元名「比」

授業者 橋谷 紘彰 教諭

②10月11日（木）京極町立京極中学校２年

保健体育科 単元名 「バレーボール」

授業者 本間 拓喜 教諭

③11月 8日（木）黒松内町立黒松内小学校3年

国語科単元名「せつめいのくふうについて話し合おう」

授業者 髙橋 沙織 教諭

検
証
授
業

(2)今年度の検証授業について



検証授業① 9月21日 樺山分校 橋谷 紘彰 教諭

ペア交流による前時学習の想
起

校内統一のノート作り

問題・課題・児童の思考・まとめ



検証授業①
検証授業後の話し合いより

◎単元構成について
●単元を通しての解決意欲が持てる構成が
必要ではないか。

◎授業の流れについて
○主体的な学びにつながる前時の振り返りや
本時の見通しを持つ活動ができていた。

●思考を促す「ゆさぶり」や「しかけ」が
必要だったのではないか。

●本時の終わりに児童が活動を振り返る場面
が必要だったのではないか。

◎交流場面について
●目的を明確にした小集団交流が必要ではな
いか。

●多様な考えを引き出す流れが必要だったの
ではないか。

9月21日 樺山分校 橋谷 紘彰 教諭



検証授業② 10月11日 京極中学校 本間 拓喜 教諭

チームによる前時を活かした作戦会議

ゲームによる作戦の実践と検
証



検証授業②

検証授業後の話し合いよ
り

◎単元構成について
●単元の中で対話場面をどの時間に設定
するかなど、効果的な単元計画の構築
が必要だったのではないか。

◎授業の流れについて
○生徒の実態に応じたルール設定で進め
ており、主体的に活動できていた。

○教師からの肯定的な声がけが授業全体
を通して行われていた。

●ゲームを参観しているチームの役割を
設定してもよかったのではないか。

◎交流場面について
○チームの作戦をゲームに活用する流れ
があり、交流の目的が明確であった。

10月11日 京極中学校 本間 拓喜 教諭



検証授業③ 11月8日 黒松内小学校 髙橋 沙織 教諭

全体交流後の、
グループによ
る操作を伴う
交流

黒板を使って
の全グループ
の交流結果の
確認

写真を使うこ
とによるまと
めの深まり



検証授業③ 検証授業後の話し合いより
◎単元構成について
●自分の活動と結びつける意識を高める単
元
構成が必要だったのではないか。

◎授業の流れについて
○丁寧な前時の振り返りによる、本時の見
通
しを持つ活動ができており児童が主体的

に
活動していた。

●思考を深めるための「ゆさぶる」発問が
必要だったのではないか。

◎交流場面について
○ホワイトボードを使っての協働での
グループ活動は効果的であった。

（個の思考→操作による表現への置き換
え）
●「何を話し合うのか」の個の理解の差
を埋める手立てが必要だったのではない

か。

11月8日 黒松内小学校 髙橋 沙織 教諭



3本の検証授業を通して

①単元構成について
→単元を通して｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣｢深い学び｣
を意識した構成の必要性。

→目指すゴール地点（どんな力が身につき、何ができるよ
う

になるのか）がわかる構成。

(2)今年度の検証授業について

②授業の流れについて
→思考を促す・深める｢しかけ｣｢ゆさぶり」の設定。
→対話のタイミングとアウトプットの重要性。

③交流について
→目的ではなく、手段としての交流の位置付け。
→｢対話的な授業｣のための手段ではない。



○3本の実践を通して見えてきた課題
①単元構成について
②授業の流れについて
③交流について
の３点について具体的な発信を目指していく。

次年度に向けて

当センターでは、
●授業の流れ、価値のある対話、子どもの反応を想定した
指導案と単元構成の提示。
を行い、検証授業における所員の観察グループ決定による

「子どもの思考」が見える発言・表現の見取りから検証を
深めていく。

(2)今年度の検証授業について



後志教育研修センターでの研修講
座

②６月１３日（水）

研修講座「校内研修」
対象：分掌チーフ・ミドルリーダー層、研究担当者

③８月２９日（水）

研修講座「学習指導（授業改善）」
対象：分掌チーフ・ミドルリーダー層（5年程度～）

(2)今年度の研修講座について
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①６月 ６日（水）

研修講座「学習指導（授業づくり）」
対象：初任段階層（１～５年の経験年数）



②6月13日 研修講座「校内研修」講義I

校内研修講座の講義Ⅰでは、２０１７年度の管内の小中学校の研究主題と

仮説について、教科別、児童数別、町村別などいくつかの視点で分析をした
管内研修の傾向について使用しているキーワードなどに目を向けていただき
ながら、今後の校内研修を進めていく上での情報提供の一つとして提案させ
ていただきました。
終了後、情報提供として、仁木小学校の校内研修についての取組を紹介し

ました。



②6月13日 研修講座「校内研修」演習Ⅰ

演習Ⅰでは、校内研修のパッケージ化の１つの提案として、独立行政法人

教職員支援機構「NITS」で行うオンライン研修について紹介し、実際に、オン
ライン講義から演習を含めた６０分の体験をしていただきました。



②6月13日 研修講座「校内研修」
講義Ⅱ・演習Ⅱ

講義Ⅱ・演習Ⅱでは、「自校の研究推進にかかわる交流」をKJ法を活用し

行い、校内研究を充実させるための提案をさせていただきました。



明確な
課題設定

効果的な
学習活動を
位置づける





授業実践 黒川小学校

授業の流れの定型
化
小集団交流の活用

課題意識の持たせ方とまとめとの整合性



③８月２９日 研修講座「学習指導」（授業改善）
講義Ⅰ

主体的・対話的で深い学びとはどのような子どもの姿かを捉えることが大
切

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善～

主体的な子どもの姿
○関心や興味を高める ○見通しをもつ ○自分と結びつけ
る ○粘り強く取り組む ○振り返って次につなげる・自覚する

な
ど
対話的な子どもの姿
○互いの考えを比較する ○多様な情報を収集する
○思考を表現に置き換える○多様な手段で表現（説明）する
○共に考えを創り上げる ○協働して課題解決する

な
ど
深い学びをしている子どもの姿
○思考して問い続ける（課題を発見する）
○解決の方向性を見いだす ○思考し解決する
○知識・技能を習得する ○知識・技能を活用する
○知識や技能を概念化・構造化する
○自分の思いや考えと結びつける な
ど



③８月２９日 研修講座「学習指導」（授業改善）
授業実践

８．本時 

（１）目標 

●差別をなくすためにどのような努力が行われており，自分には何ができるか考え，分かりやすく

表現する。                    【社会的な思考・判断・表現】 

（２）展開 

 

 学習活動・内容 ●教師の支援◎見方・考え方◆評価規準 

導
入
１
０ 

 

○一日あたりの男性の育児時間の国際比較、日本

の男女の育休取得率のグラフを見せ、何を示し

ているか考えさせる。 

○育児時間が国際的に見て少なく、男性の育休取 

得率も約３％であることを確認する。 

●グラフ資料の提示。 

 

 

◎比較・関連「諸外国」「男性と女性」 

 

展 

開 

 

 

 

○教科書の「女性の年齢別の働いている割合」、「男

女の年齢別賃金」のグラフから、日本の女性を

めぐる社会的な状況について読み取らせ、グル

ープで交流させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○女性の社会進出を進めるために、どうすればよ

いか、自分の考えをまとめさせる。 

 

 

 

○発表した内容を踏まえて、最終的な自分の考え

をまとめる。 

 

 

 

○指定した資料を踏まえて考えるよう支援す

る。 

◎比較・関連「諸外国」「男性と女性」 

 

 

 

○各自のまとめを生かしてグループの意見を

作製させる。 

○生徒から提示された意見を板書し、まとめる 

 

 

○自分なりの根拠を持って考えをまとめさせ

る。 

 

ま
と
め 

 

 

○授業での話し合いを踏まえて、自分なりの解決

策をまとめる。 

○次時の予告 

 

 

◎社会参画 

 

○ワークシートを回収する。 

女性の社会進出を進めるための提案をまとめよう 

 

・育児休業の促進 ・保育所の整備 

・女性の給料を引き上げる  

女性の社会進出を進めるためにはどうすればよいか 

 

なぜ男性は育児に係る割合が少ないのだろう 

・日本の女性は３０～３９歳の人が働いている

割合が、諸外国と比べて低い。 

・諸外国は働く女性の割合が高い。 

・男性より女性の方が賃金が全体的に少ない。 



授業実践後の話し合いよ
り

◎「主体的な学び」について
○興味・関心を高める導入
●自分ごととして捉えられていない

◎「対話的な学び」について
○「つぶやき」をつなぐペア・トリ
オ交流
●資料提示のタイミング・量

◎「深い学び」について
●考えをまとめ深める時間の保障

③８月２９日 研修講座「学習指導」（授業改善）
事後検証



(4)校内研修のパッケージ化について

校
内
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修
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ジ
化

①
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で
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能
な
校
内
研
修
の
提
案

現在、研修センターでは校内研修のパッケージ化に向け
て
次のような形式で作成しています。およそ45分の短時間で
可能な形を各校に提供していきます。今回、報告会にご参加
の皆様に今年度の作成分をお持ち帰りいただきます。



Ⅲ．今後の研究活動方
針
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授業力の向上 校内研修の活性化

後志管内各校の
ＯＪＴに寄与できる

研修センターを目指して…



平成３０年度後志教育研修センター
調査研究事業報告会

学習指導研究委員会

平成３１年１月９日

於：後志教育研修セン
ター

ご静聴ありがとうございま
した。


